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巻頭言

専門性の追求　　魅力ある毎日を創る

　作業療法士（OT）はリハビリテーションの中では，幅広い疾患や障害に応用的側面からマ
ルチに対応する能力が要求される．一方で近年，認定 OT に続いて，専門 OT が生涯教育制度
ですすめられる中，OT の専門性はより細分化されている．医療分野では，各種疾患の診断，
治療は日進月歩であり，情報社会においては対象者である患者さんやその家族も最新医療を勉
強している．そのような対象者を担当する我々は多くのことを新しく学んでいく必要がある．
できればこの毎日の課題を苦痛なく，主体性をもって取り組みたいものである．
　周りを見渡すと，得意分野をもち，毎日を活動的に臨床に，研究に取り組む OT が存在する． 
OT が専門性を追求することは，対象となる患者さんに還元されるだけでなく，人生の多くの
時間を費やす１人１人の OT 自身のモチベーションにもなるのではないかと考える．それは
OT の得意技的な意味合いであろうか．昭和の頃，ジャイアント馬場は 16 文キック，アント
ニオ猪木は卍固め，平成では，古賀稔彦の一本背負い，錦織圭のエアーケイ，浅田真央のトリ
プルアクセルなど．△△△の分野は，○○ ○○○さんが得意だからきいてみようといった
OT の存在はどうだろう．
　今年度の学会ではそのような専門をもつ熱い OT（西出義明先生を筆頭に）にご講演いただ
いた．OT のこころに響く時間を過ごすことができたと思う．

金沢大学附属病院　麦井　直樹
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編集後記
　2020 年の東京オリンピック開催決定に沸いた 2013 年，流行語大賞にも 4 つの言葉が
選ばれ盛り上がった年ではなかったかと思います．学術部としては県学会参加者も 150
名を超え盛り上がりを見せました．今後は次期石川県開催の東海北陸学会までに 500 名
以上の参加を目指しております．
　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．査読や編集にご協力頂いた皆様には心よ
り感謝申し上げます．県学会の盛り上がりと併せて学術雑誌としても発展していきたい
と考えております．会員の皆様の活発なご投稿をお待ちしております．

学術部担当理事　　麦井　直樹
学術誌編集委員長　　堀江　　翔
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